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１．背景 

道路整備を効率的かつ効果的に実施するため、本県における道路施策に資する事業

について、今後の実施計画を示す必要があります。 
 

２．基本的な考え方 

「香川県 道路の整備に関するプログラム（2019 年度～2028 年度）」（以下、プロ

グラムという。）は、平成 22 年 12 月に策定した「県土軸ネットワーク計画」に示す

課題に対する道路施策に基づき、香川県内の今後 10 年間の道路整備の実施計画を策

定したものです。 
ただし、当プログラムは、各事業主体による現時点での今後の事業実施の目標を示

したものであり、財政状況や事業の進捗状況等により、今後適宜見直しをしていきま

す。 

○道路交通の円滑化
○自動車の交通量に対応した連絡強化

○交通拠点へのアクセス性の向上
○産業拠点と交通拠点との連絡強化
○医療機関へのアクセス性の向上

○観光地から高速ＩＣ及び主要幹線道路への
アクセス性の向上

○自動車のスムーズな走行の確保
○自動車交通事故の減少等、安全性の向上

○交通結節点の充実

○高齢化社会に対応した安全・安心な
通行空間の確保

○歩行者・自転車の快適な走行空間の確保

○大規模災害時への対応強化

○既存ストックの管理
○戦略的・計画的な維持管理の推進

課題

①高速道路の4車線化等整備※1

②幹線道路の整備

③交通拠点等へのアクセス道路の整備

④観光地へのアクセス道路の整備

⑤交差点の整備

⑥駅へのアクセス道路の整備

⑦歩行者・自転車通行空間の整備※2

⑧緊急輸送道路の整備
⑨異常気象時通行規制区間の縮小

⑩道路構造物の長寿命化

道路施策

課題に対する道路施策

※1 「県土軸ネットワーク計画」では、『高速道路の4車線化整備』となっていましたが、今後高速道路においては、ＩＣ（インターチェンジ）の整
備もあることから、本プログラムでは、『高速道路の4車線化等整備』としています。

※2 「県土軸ネットワーク計画」では、『自歩道・自転車走行空間の整備』となっていましたが、歩道整備等歩行者通行空間の整備もあること
から、本プログラムでは、『歩行者・自転車通行空間の整備』としています。

Ⅰ.概要
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②幹線道路の整備

◇各道路施策の具体的内容

一部の幹線道路では、交通量が多いために
混雑し、幹線道路としての役割を果たせてい
ない道路があります。それらの道路について
は、道路拡幅やバイパス整備により、交通の
円滑化を図ります。

①高速道路の4車線化等整備

高松自動車道は、2019年3月に全線４車線
化し、定時性や安全性向上、災害時のリダン
ダンシー確保、沿線地域の企業立地や物流効
率化、観光の活性化等、様々な効果が発現し
ています。

今後は、高速道路インターチェンジの整備
により、高松自動車道へのアクセスの向上を
図ります。

ﾌﾙｲﾝﾀｰ化の整備を進める坂出北ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ 整備を進める観音寺ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ

高松自動車道の4車線化整備
(東かがわ市馬篠：2019年3月完成)

国道11号の渋滞状況
(観音寺市内)

県道高松坂出線(五色台工区)国道438号(飯山バイパス)
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③交通拠点等への
アクセス道路の整備

産業や経済のグローバル化に対応した
道路ネットワークを構築するために、県
内の主要な交通拠点等へのアクセスの向
上を図ります。

県道円座香南線（香南工区）
高松空港へのアクセス道路

県道太田上町志度線（六条工区）
ことでん新駅(多肥駅)へのアクセス道路

④観光地への
アクセス道路の整備

交流人口の拡大を推進するため、観光地ま
でのアクセス道路として、高速道路インター
チェンジ等から観光地までのアクセスの向上
や良好な景観の形成を図ります。

県道琴平停車場琴平公園線
電線共同溝による無電柱化

整備前

整備後

⑤交差点の整備
県内において、ボトルネックとなっ

ている主要渋滞箇所や事故が多い交差
点について、渋滞及び事故要因に応じ
た対策を推進します。

県道長尾丸亀線（川西北工区）
右折レーンの設置

⑥駅へのアクセス道路の整備
駅周辺では、歩行者や自転車が安心して

快適に通行できる空間を確保する等、駅へ
のアクセスの向上を図ります。

ことでん新駅(伏石駅)
駅前広場の整備

令和４年４月バイパス区間供用

令和４年９月部分供用
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⑦歩行者・自転車通行空間の整備

ユニバーサルデザインの
実現等、歩行者の視点から
の整備に加え、自転車活用
推進法の施行等、環境にや
さしい交通手段として着目
されている自転車を含めた
走行空間の確保を図ります。

⑧緊急輸送道路の整備

⑨異常気象時通行規制区間の縮小

南海トラフ地震の発生確
率が高まる中、避難活動や
救急救助活動をはじめ、物
資の供給、諸施設の復旧等
の広範な応急対策活動を広
域的に実施するために、緊
急輸送道路の円滑性の向上
を図ります。

異常気象時通行規制区間の縮小に向け、道路防災事業を推進します。

県道高松港栗林公園線
矢羽根型路面表示の設置

県道粟井観音寺線
通学時の危険な状況

国道436号(外明神工区)
線形が悪く、幅員も狭小

整備前 整備後

県道津田川島線(大川工区)
法面整備による落石等の防止対策

(都)中新町詰田川線
無電柱化により電柱倒壊による
寸断を防止
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⑩道路構造物の長寿命化

高度経済成長期に整備された橋梁等の大型構造物
を有効に活用するため、戦略的・計画的な橋梁等の
修繕や耐震化を推進します。

県道川津丸亀線(土器川大橋)
落橋防止装置による耐震化対策損傷した橋梁の修繕による長寿命化

３．計画期間 

 前期（2019 年度～2023 年度）・後期（2024 年度～2028 年度）の計 2 期（10 か年間） 
 

４．対象事業 

・高速道路事業 
・国土交通省事業 
・香川県事業 
・県内市町事業 
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Ⅱ.事業箇所

１．事業箇所一覧 

全体事業費が 5 億円以上(市町事業は、全体事業費 1 億円以上)と見込まれる区間（工区名）を

代表的な事業箇所として掲載しています。 
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香川県土木部道路課 ＴＥＬ０８７－８３２－３５２５
建設グループ ＦＡＸ０８７－８０６－０２１９

香川県土木部都市計画課 ＴＥＬ０８７－８３２－３５５８
都市施設整備グループ ＦＡＸ０８７－８０６－０２２２

【問い合わせ】

作成日：2026年3月時点
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香川県 道路の整備に関するプログラム 事業箇所位置図
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この地図は、国土地理院長の承認（平29四使、第1号）を得て、同院発行の5万分の1地形図を
使用して作成した地図を、一部加工したものである。
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